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　２０1０年度の収入は、２００９年度
に比べ、学生生徒等納付金で、3億2千
1百万円増加し、補助金では１億1千
6百万円減少しました。これらの結果、
当年度帰属収入は９９億３千７百万円
になりました。
　２０１０年度の支出は、２００９年度

に比べ、人件費で１億１千5百万円増
加、教育研究経費で１億４千９百万円
増加、管理経費で７千１百万円減少、
借入金等利息で１千１百万円減少し、
その他の増加を合わせると、消費支出
の合計は２億６百万円増加し、当年度
消費支出合計は８９億８千７百万円に
なりました。
　この結果、当年度帰属収支差額は９

億５千万円の収入超過となりました。
　また、教育 ･ 研究のために取得した
固定資産の金額は、基本金として組み
入れることになりますが、除却 ・ 取崩
と合わせて２００９年度の基本金組
入額は７億９千７百万円になり、その
結果、当年度消費収入超過額は１億５
千３百万円となりました。

7,977,135

176,568

131,246

1,241,979

92,204

50

69,891

247,578

9,936,650

△ 796,514

9,140,136

収入の部
学生生徒等納付金

手数料

寄付金

補助金

資産運用収入

資産売却差額

事業収入

雑収入

　　　　  帰属収入合計

　　　  　基本金組入額

　　　  消費収入の部合計

5,370,604

2,960,331

607,733

18,676

29,724

8,987,068

153,068

4,953,533

4,800,465

支出の部
人件費

教育研究経費

管理経費

借入金等利息

資産処分差額

　　　 消費支出の部合計

当年度消費収入超過額

前年度繰越消費支出超過額

翌年度繰越消費支出超過額

■ ２０1０年度　消費収支計算書（単位：千円）

収入 支出

収支の概要

グラフで見る消費収支

金城学院の２０1０年度の決算について、お知らせします。
学校法人では学校法人会計基準という法令で定められた
会計処理によって計算書類を作成しますが、
ここでは、消費収支計算書、貸借対照表、資金収支計算書の
３表によって決算概要を説明します。

決算
報告

2010年度

statement of accounts

学生生徒等納付金 80.28%
授業料、施設設備費、
実験実習料などの収入です。

手数料 1.78%
入学検定料や証明書
発行手数料などの収入です。

寄付金 1.32%
卒業生、企業等から頂いた寄付金です。

補助金 12.50%
国や地方公共団体から受けている補助金です。

その他の収入 4.12%
資産運用収入、雑収入などの収入です。

人件費 59.76%
全ての教員・職員の給与、
所定福利費などの経費支出です。

教育研究経費 32.94%
授業や実習などの教育に関係する経費と
教員・学生の研究に関係する経費支出です。
資格講座、就職講座の経費なども含まれます。

管理経費 6.76%
教育研究に直接関係しない経費支出です。

その他の支出 0.54%
借入金の利息ほかの経費支出です。
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■ ２０1０年度　貸借対照表（単位：千円）

■ ２０1０年度　資金収支計算書（単位：千円）
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　　　　　  小　計
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資金支出調整勘定

次年度繰越支払資金

　　　　 支出の部合計

27,263,950

8,143,120

8,182,918
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9,168,181
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　　  資産の部合計
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3,034,349

1,874,746

43,634,426

△ 4,953,533

43,589,988
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1,858,240

44,430,939

△ 4,800,465

44,176,245
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資産と負債の概要

資金の動きの概要

　今期の有形固定資産は、２００９年
度に比べ、建物新築、構築物設置、教
育研究用機器備品、図書の購入等、に
よって７億９千４百万円増加しまし
たが、教育研究用機器備品等の除却お
よび減価償却によって1２億１千２百
万円減少し、期末の残高は２６８億４ 
千６百万円になりました。
　その他の固定資産は、２００９年度
に比べ、ソフトウェア、差入保証金、長
期貸付金等で３千万円増加し、期末の

残高は８１億６千２百万円となりま
した。
　流動資産は、２００９年度に比べ、未
収入金と前払金で８千１百万円減少
したものの、現金預金で１０億６千６百
万円増加し、期末の残高は９１億６千
８百万円になりました。
　固定負債は、２００９年度に比べ、長
期借入金が２億７千２百万円減少し、
その他の減少と合わせて、合計では３
億４千７百万円の減少となりました。
　流動負債は、２００９年度に比べ、未
払金が２千１百万円増加し、短期借入

金が１千５百万円減少、預り金が１千
３百万円減少し、その他の減少と合わ
せて、合計で1千７百万円の減少とな
りました。
　基本金は、２００９年度に比べ、建物
新築、構築物設置、教育研究用機器備
品 ・ 図書等の購入による固定資産の
取得額、借入金返済額と建物、教育研
究用機器備品等の除却額により、第１
号基本金は７億９千７百万円増加し、
第４号基本金との合計で、期末の残高
は４４４億３千１百万円になりました。

　学校法人会計基準では消費収支計
算書のほかに、一年間の資金の流れを

勘定科目毎に記した、資金収支計算書
を作成することを定めています。この
計算書では資産や負債に関係する収
入や支出も記入することになってい

ます。２０１０年度は施設設備関係で７
億７千７百万円の資金が使われ、教育
研究環境の整備が実施されました。
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